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および、1.2節 震源域周辺の活構造と深部地下構造
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震源の概要（2.1節）
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周辺の活構造と震源の関係（1.2節）
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震源域周辺の深部地下構造 （1.2節）
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震度分布の特徴（2.1節）
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地震のメカニズム（2.2節）
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北海道胆振東部地震
・東北東―西南西に圧力軸を持
つ逆断層型の地震

・ただし，初期破壊は横ずれ
→複数の断層面が破壊
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断層すべりの時空間分布（2.2節）

!"#$

!"#$

%&'()(*+,-./-(01-!"#2

3" 4"
56

2018年北海道胆振東部地震の震源メカニズムは，全体的
には東北東―西南西に圧力軸を持つ逆断層型であるものの，
複数の断層面の破壊から成る複雑なものであった．
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だいち２号が捉えた北海道胆振東部地震の地殻変動
（2.3節）
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SAR衛星は南もしくは北に進みながら観測。方向の異なる観
測による干渉SAR画像2枚を用いて，ほぼ上下およびほぼ東
西方向の変位成分に変換可能（図2.3-1(b)）．
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広域の地殻変動（2.3節）

地殻変動を説明する震源モデル
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準上下成分 準東西成分

震源域は概ね隆起

隆起域の東側で
最大4cm程度の
東向きの変動
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局所的な地殻変動（2.3節）
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本震・余震の断層面と直結はしていないものの、地形境界部（活断層の
南東延長部）に変位が見いだされた。
→本震に誘発され受動的に断層変位を起こしたものと推察。
cf：2016年熊本地震におけるおつきあい断層
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地震動の特徴 （2.4節）
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最大水平加速度分布 最大水平速度分布
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距離減衰特性
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断層距離30km以内の
最大速度値が大きい傾向

地盤増幅効果を加味すると距
離減衰式との差は少なくなる
傾向にはあるが、それでもや
や最大速度が大きいか
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周期特性とSI値
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系統的に震源断層の北側で緑色（約0.5秒）
震源付近から南側にかけて黄色～橙色（1～2秒）

震源断層の近くでSI値90 cm/s超
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震源近傍の地震動 （2.5節）
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観測波形の比較（震源近傍、西側）
厚真町の3波形とK-NET鵡川の波形は，南北成分に比べて2倍ほど大きい。
→震源の放射特性の影響（南北走向の逆断層の断層線上：S波は東西方向）
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速度波形
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観測波形の比較（震源近傍域）

震源西側 震源東側

速度波形、東西成分

東西の比較：震源の西側の波形のほうが東側よりも振幅が大きい。
南北の比較：震源の南側では短周期成分が少ない傾向
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震源近傍域の加速度応答スペクトル
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K-NET鵡川はJR鷹取レベル、K-NET早来はJMA神戸相当

震源東側では周期0.5秒までの加速度応答が大きく、周期１秒での応
答は大きくない。
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震源近傍の余震記録と地盤構造の影響（2.5.2）
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震源近傍の余震記録と本震の比較
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K-NET追分：周期0.5秒ほどに
見られる小さなピークは両者で
似ている

KiK-net厚真，厚真町鹿沼、K-NET鵡川
周期2秒のピークは余震では見られない。
周期0.5-1.0秒の特徴は両者で似ている。
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岩盤点からの水平動増幅スペクトル（H/H）
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1.5～2Hzより高周波数側：
最大余震、弱震のH/H比の
形状は似ている
本震は減衰が大きい傾向

本震に限って0.5Hz以下の
帯域にH/Hのピークあり。
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追分の地震記録（2.5.3）
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K-NET追分とKiK-net追分は安平町柏が丘球場
に設置。直線距離で100 m程度。
K-NET追分はやや崖の近くにある。
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K-NET追分とKiK-net追分の加速度波形
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上下動に上下非対称な加速度波形（AsVA）が見られる。
AsVA出現時に高周波の水平動が伴っている。
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観測施設のいずれかの部分で動的相互作用により生じた可能性が高い
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札幌市南部の地震記録 （2.5.4）

最大加速度は各成分およそ100-200 cm/s2．
清田区平岡の記録は南北成分がやや大きく，
S波の初動部分の振幅がやや大きい．

清田区平岡の0.5秒付近の応答は大きいが、
震源域の地震動と比較すると明らかに小さい
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